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Ａ

　　　　　　　　　　　　※評価基準

　　　　　　　　　　　　Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった。
　　　　　　　　　　　　Ｂ：一定の研究成果があった。
　　　　　　　　　　　　Ｃ：研究成果があったとは言い難い。

「地域課題分野」（平成30年度採択）

事後評価結果

＜研究概要＞

　久慈川流域を対象に，超過洪水による外水氾濫に対する浸水リスクの低減や氾濫
流のコントロールを目的とし，過去に構築された治水システム（霞堤群や地先防御
のための構造物，自然微地形を踏まえた居住形態）の解明とそれらが浸水プロセス
に及ぼす影響を明らかにし，効果的な活用方法や保全の方策について検討する．

＜事後評価指摘事項＞
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